
 

高
校
時
代
の
友
人
と
の
付
合
い
は
、
小
中

学
や
大
学
の
友
人
達
と
の
そ
れ
と
比
較
す
る

と
一
味
も
二
味
も
違
う
。
余
計
な
遠
慮
や
思

惑
無
し
に
自
由
に
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
る
・
・
・
こ
れ
は
岡
部
会
員
が
代
表
幹
事

を
務
め
て
い
た
時
に
述
懐
し
た
言
葉
だ
。 

 

十
一
期
生
の
任
意
団
体
「
二
木
会

 
に 

も
く
か
い

」
は
、

将
に
こ
れ
を
四
十
年
間
実
践
し
て
来
た
よ
う

に
思
え
る
。
本
年
四
月
で
月
例
会
第
五
〇
〇

回
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
以
下
、
二
木
会
の

実
態
と
活
動
内
容
を
ご
報
告
申
し
上
げ
、
同

窓
生
諸
氏
の
ご
参
考
に
供
し
た
い
。 

 

第
一
回
は
今
か
ら
四
二
年
前
、
一
九
八
二
年 

 

我
々
十
一
期
生
は
、
六
十
年
安
保
を
経
て

六
四
年
の
東
京
五
輪
の
前
後
に
社
会
人
と
な

り
、
戦
後
経
済
の
本
格
的
高
度
成
長
の
一
端

を
担
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
同
期
会
は
大
卒
後

約
二
十
年
を
経
過
し
た
八
一
年
初
秋
、
あ
る

二
人
の
同
期
生
の
業
務
上
の
電
話
か
ら
始

ま
っ
た
。
仕
事
の
話
は
五
分
で
終
り
後
は
旧

友
た
ち
の
動
向
情
報
に
終
始
し
た
。
そ
し
て

結
論
と
し
て
同
期
会
開
催
を
呼
び
掛
け
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
二
人
は
分
担

し
て
ま
ず
は
各
ク
ラ
ス
よ
り
最
低
二
人
の
幹

事
を
定
め
会
合
に
事
前
参
加
し
て
も
ら
う
よ

う
依
頼
。
そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
旧
友
は

何
と
四
十
人
超
！
集
ま
っ
た
旧
友
の
熱
意
に

二
人
は
圧
倒
さ
れ
、
同
期
会
開
催
は
即
刻
既

定
の
事
実
と
な
っ
た
。
直
ち
に
名
簿
作
成
・

会
場
交
渉
・
当
日
運
営
な
ど
の
作
業
分
担
が

な
さ
れ
、
第
一
回
同
期
会
は
翌
八
二
年(

Ｓ

五
七)

の
二
月
末
に
三
光
町
の
新
宿
大
飯
店

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
短
期
間
の
準
備

な
が
ら
一
八
〇
人
余
の
出
席
が
あ
り
、
同
期

卒
業
生
四
四
〇
人
の
四
十
％
を
超
え
る
参
加

率
を
記
録
し
大
成
功
裡
に
終
了
し
た
。 

 
こ
の
時
の
幹
事
の
提
案
で
二
木
会
ス
タ
ー
ト 

 
そ
の
後
の
幹
事
慰
労
会
の
席
で
提
案
さ
れ

た
の
が
こ
の
二
木
会
の
集
い
と
な
っ
た
。 

次
回
の
同
期
会
は
三
年
後
と
決
め
ら
れ
た

が
三
年
間
は
長
い
、
今
回
苦
労
し
た
幹
事
だ

け
で
も
毎
月
一
回
集
ま
っ
た
ら
ど
う
か
！
直

ち
に
衆
議
一
決
、
毎
月
第
二
木
曜
の
夜
に
集

ま
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
こ

と
で
名
称
は
『
二
木
会
』
、
翌
月
八
二
年
四

月
の
第
二
木
曜
日
、
二
木
会
の
輝
か
し
き
第

一
回
の
会
合
が
二
十
名
近
い
参
加
者
を
得
て

新
橋
駅
前
の
ス
ナ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
た
。
時

は
将
に
、
戦
後
日
本
の
高
度
経
済
成
長
が
よ

う
や
く
円
熟
期
に
差
し
掛
か
る
頃
で
あ
っ
た
。 

 二
木
会
、
そ
の
長
寿
の
秘
訣…

 

 

こ
の
二
木
会
は
、
毎
月
二
十
人
超
の
人
が

参
加
さ
れ
、
歴
史
的
に
は
四
十
年
を
越
え
る

る
ほ
ど
の
長
寿
の
会
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
、

“
同
期
生
に
会
い
た
い
”
と
い
う
強
い
情
熱

の
他
に
、
独
特
の
運
営
や
活
動
の
仕
組
み
が

支
え
と
な
っ
た
。
四
十
年
・
五
〇
〇
回
に
亘

る
活
動
を
支
え
た
工
夫
な
ど
を
後
輩
諸
氏
の

皆
様
の
た
め
に
も
整
理
し
て
お
き
た
い
。 

                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
．
月
例
会
運
営
の
実
際 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
一
に
二
木
会
は
、
組
織
上
同
期
会
で
も

ク
ラ
ス
会
で
も
な
く
、
十
一
期
生
全
員
の
親

睦
・
交
流
目
的
の
任
意
団
体
で
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
運
営
上
は
“
来
る
者
は
拒
ま
ず
、
去

る
者
は
追
わ
ず
”
を
大
前
提
に
、
誰
も
が
何

時
で
も
参
加
で
き
る
と
い
う
、
同
期
会
と
は

別
の
親
睦
会
と
し
て
の
気
安
さ
を
運
営
上
の

原
点
と
し
た
。
開
催
日
・
時
間
・
会
場
・
企

画
内
容
な
ど
は
メ
ー
ル
な
ど
で
事
前
連
絡
し

て
あ
り
、
事
前
予
約
無
し
で
も
気
楽
に
立
ち

寄
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
目
指
し

た
。
開
催
曜
日
や
時
間
帯
は
そ
の
後
変
わ
っ

た
が
、
そ
の
他
は
全
く
昔
の
儘
だ
。 

 

第
二
は
適
切
な
会
場
設
定
。
会
員
は
皆
働

十
一
期
生
の
定
例
月
例
会
「
二
木
会

 

に 

も
く
か
い

」
今
春
五
〇
〇
回
の
金
字
塔
を
迎
え
る 

 



き
盛
り
の
多
忙
な
人
々
で
あ
る
か
ら
、
極
力

都
心
の
交
通
の
便
の
い
い
所
を
探
求
し
た
。

新
橋
駅
前
か
ら
、
虎
ノ
門
、
青
山
、
原
宿
な

ど
流
浪
の
民
を
続
け
、
九
十
年
代
に
六
本
木

の
会
員
制
レ
ス
ト
ラ
ン
に
定
着
。
現
在
は
丸

の
内
の
明
治
生
命
ビ
ル
地
下
に
収
ま
っ
て
十

数
年
、
地
下
鉄
や
東
京
駅
に
も
近
く
会
員
各

位
の
好
評
を
得
て
い
る
。 

 

第
三
の
要
因
は
、
毎
回
行
わ
れ
る
“
プ
レ

ゼ
ン
”
で
あ
ろ
う
。
月
例
会
の
進
行
は
概
ね

左
記
の
三
時
間
と
な
っ
て
い
る
。 

１
．
同
期
生
や
会
の
動
向
報
告
／
お
久
し
振

り
会
員
の
挨
拶
／
分
科
会
活
動
報
告
・

予
定    

 
 
 
 
 
 (

計
一
時
間) 

２
．
会
食
・
懇
談            (

一
時
間) 
 

３
．
同
期
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン 

(

一
時
間) 

 

プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
は
本
人
の
研
究
・
業

務
体
験
・
趣
味
や
日
常
所
感
な
ど
。
最
近
で

は
、
平
松
会
員
の
「
新
刊
教
養
本
の
読
書
解

説
シ
リ
ー
ズ
」
は
皆
の
共
感
を
得
て
既
に
十

数
回
を
数
え
、
大
森
会
員
の
「
新
宿
の
地
理

と
歴
史
」
は
過
去
四
～
五
年
に
亙
り
計
十
回

で
先
年
完
結
し
た
。
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
も

見
識
が
広
げ
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
歓
迎
さ

れ
て
い
る
。 

更
に
最
近
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
の
代
わ
り
に

会
員
の
子
女
数
人
に
よ
る
本
格
的
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
生
演
奏
な
ど
も
実
施
さ
れ
大
好
評
を

得
て
い
る
。
五
〇
〇
回
記
念
日
の
当
日
も
こ

の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
祝
賀
コ
ン
サ
ー
ト
が
実

施
さ
れ
た
。 

 

四
番
目
に
は
、
毎
月
メ
ー
ル
で
会
員
の
自

宅
Ｐ
Ｃ
に
配
信
さ
れ
る
「
に
も
く
通
信
」
の

貢
献
も
高
い
。
会
発
足
の
初
期
に
は
堀
江
会

員
に
よ
る
自
発
的
レ
ポ
ー
ト
が
全
会
員
に
送

付
さ
れ
、
そ
の
後
、
よ
り
客
観
的
・
網
羅
的

内
容
に
変
身
し
て
い
っ
た
。 

現
在
は
幹
事
に
よ
る
活
動
報
告
・
予
定
や
、

講
演
レ
ジ
メ
を
発
表
者
が
原
稿
作
成
し
嶋
田

編
集
長
に
提
出
、
よ
り
客
観
的
な
記
事
と

な
っ
て
メ
ー
ル
配
信
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
配
信
が
、
二
木
会
の
継
続
的
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
た
事
は
間
違
い
な
い
。 

 
最
後
に
「
歴
代
幹
事
体
制
」
に
触
れ
て
お

き
た
い
。
毎
月
の
二
木
会
運
営
に
苦
労
し
て

き
た
歴
代
十
組
の
幹
事
団
の
熱
意
と
努
力
が

あ
っ
て
こ
そ
今
日
の
五
百
回
が
あ
る
と
言
え

る
。
特
に
二
〇
〇
八
年
よ
り
十
二
年
間
に
亙

り
代
表
幹
事
を
務
め
上
げ
ら
れ
た
故
稲
田
稔

君
の
行
動
力
と
責
任
感
は
特
筆
さ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
の
若
林
氏
に
も
受

け
継
が
れ
て
い
る
。 

 

Ｂ
．
各
種
分
科
会
の
紹
介 

 

次
に
月
例
会
以
外
に
、
主
と
し
て
趣
味
の

世
界
で
同
好
の
士
が
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い

る
分
科
会
を
紹
介
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
． 

ミ
ー
ガ
ン
研
究
会 

 
 
 

長
塚
宗
久 

（
氏
名
は
分
科
会
幹
事…

以
下
同
様
） 

我
々
十
一
期
生
は
、
二
年
次
に
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
受
賞
者
ゴ
ー
ル
ド
ワ
ー
ジ
ー
の
短
編

「The 
Apple 

Tree

」
を
英
語
の
副
読
本
と

し
て
原
文
の
ま
ま
読
ま
さ
れ
た
。
都
会
の
上

流
社
会
の
学
生
ア
シ
ャ
ー
ス
ト
が
旅
の
途
中

で
出
会
っ
た
片
田
舎
の
少
女
ミ
ー
ガ
ン
に
恋

を
し
て
し
ま
う
悲
恋
物
語
。 

こ
の
作
品
に
感
激
し
た
森
山
君(

故
人)

な

ど
五
人
が
、
本
会
第
一
号
の
分
科
会
と
し
て

八
十
年
代
か
ら
九
十
年
代
前
半
に
か
け
て
活

発
に
活
動
し
た
研
究
会
で
あ
っ
た
。
後
日
、

小
説
の
舞
台
ダ
ー
ト
ム
ア
の
ミ
ー
ガ
ン
の
お

墓
に
お
参
り
し
た
会
員
も
い
た
。 

２
．
テ
ニ
ス
会 

 
 
 
 
 
 
 

嶋
田
健
雄 

毎
年
春
・
秋
の
二
回
、
定
期
的
に
小
田
原

テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
に
て
三
時
間
テ
ニ
ス
を
楽

し
ん
で
い
る
。
ア
フ
タ
ー
テ
ニ
ス(

会
食)

付

き
。
女
性
二
人
を
含
む
八
人
前
後
が
集
い
、

八
三
歳
と
は
思
え
ぬ
若
さ
で
コ
ー
ト
を
駆
け

回
っ
て
い
る
。
驚
き
は
テ
ニ
ス
の
腕
が
年
々

上
達
し
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
！ 

そ
も
そ
も
は
八
五
年
頃
、
二
木
会
の
席
で

話
が
出
て
年
に
一
～
二
度
不
定
期
に
様
々
な

コ
ー
ト
で
開
催
。
九
一
年
に
は
次
頁
の
掲
載

写
真
の
よ
う
に
、
五
十
才
過
ぎ
の
十
六
名
が



集
ま
り
、
「
週
刊
現
代
」
の
ク
ラ
ス
会
訪
問

企
画
“
集
ま
れ
！
同
級
生
”
の
グ
ラ
ビ
ア

ペ
ー
ジ
を
飾
っ
た
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
な
ん

と
も
若
々
し
い
。 

３
．
歩
く
会(

山
の
会
・
里
の
会)

大
森
康
晴 

 

歩
く
会
は
「
二
歩
会
」
な
る
名
称
で
既
に

一
三
〇
回
の
活
動
を
記
録
し
て
い
る
。
発
端

は
九
十
年
に
山
岳
部
出
身
の
大
森
が
岡
部
・

田
中
（
収
）
両
君
を
誘
い
、
新
宿
駅
南
口
か

ら
そ
の
昔
母
校
前
を
流
れ
て
い
た
玉
川
上
水

の
取
入
れ
口
で
あ
る
奥
多
摩
羽
村
ま
で
甲
州

街
道
・
五
日
市
街
道
計
四
二
Km
を
一
日
で

歩
き
抜
い
た
こ
と
に
あ
る
。 

爾
来
、
都
内
の
街
歩
き
・
近
郊
の
里
歩

き
・
関
東
や
中
部
地
方
の
尾
根
・
高
原
歩
き

な
ど
多
彩
な
企
画
を
実
施
。
五
十
代
に
は
、

谷
川
岳
・
熊
野
古
道
や
岩
手
早
池
峰
遠
征
な

ど
も
試
み
た
が
七
十
代
以
降
は
体
力
的
制
約

や
万
が
一
の
事
故
回
避
な
ど
の
観
点
か
ら
山

の
会
・
里
の
会
に
分
け
慎
重
に
活
動
し
て
き

た
。
有
難
い
こ
と
に
今
迄
に
事
故
は
な
い
。 

 
 
 
 
 

４
．
囲
碁
ク
ラ
ブ 

 
 
 

 
 

嶋
田
健
雄 

年
六
回
、
偶
数
月
の
第
二
木
曜
に
新
宿
囲

碁
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。
参
加
者
は
ア
マ
七

～
八
段
か
ら
一
～
二
級
ク
ラ
ス
ま
で
十
～
十

五
名
位
。
皆
さ
ん
熱
心
で
い
つ
も
夕
刻
ま
で

対
戦
が
続
く
。 

女
性
も
二
名
参
加
。
以
前
か
ら
二
木
会
に

は
囲
碁
愛
好
家
が
多
く
仲
間
内
で
対
局
が
行

わ
れ
て
い
た
が
九
一
年
か
ら
は
会
員
を
募
り

大
会
を
開
催
。
〇
八
年
に
は
正
式
に
会
則
を

作
成
し
て
二
木
会
囲
碁
ク
ラ
ブ
が
ス
タ
ー
ト
。

十
一
年
か
ら
は
九
年
間
に
亙
り
毎
年
秋
に
湯

河
原
の
囲
碁
民
宿
に
て
一
泊
合
宿
の
囲
碁
大

会
を
開
催
、
楽
し
み
な
行
事
で
あ
っ
た
が
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
宿
が
閉
館
と
な
り
中
断
中
。

囲
碁
も
認
知
症
予
防
に
効
果
大
と
か
？
健
康

維
持
の
た
め
に
も
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。 

５
．
料
理
教
室 

 
 
 
 

今
川 

加
代
子 

料
理
教
室
が
始
ま
っ
た
の
は
九
九
年
。
か

つ
て
の
モ
ー
レ
ツ
社
員
も
還
暦
直
前
と
な
り
、

そ
ろ
そ
ろ
家
庭
サ
ー
ビ
ス
に
備
え
ね
ば
と
い

う
こ
と
で
、
栄
養
と
健
康
を
兼
ね
た
“
男
の

料
理
教
室
”
を
始
め
て
欲
し
い
と
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
会
場
も
二
回
目
か
ら
は
自
由
が
丘

の
「
緑
ヶ
丘
文
化
会
館
」
と
な
り
、
以
来
毎

回
二
十
名
以
上
の
参
加
者
で
二
五
年
続
き
昨

年
十
二
月
に
は
第
八
二
回
に
達
し
た
。 

途
中
、
単
身
赴
任
先
で
腕
を
磨
い
た
前
川

会
員
が
夫
人
共
々
約
十
年
間
講
師
を
務
め
て

く
れ
た
。
年
三
～
四
回
の
料
理
教
室
と
し
て

は
、
だ
し
の
取
り
方
・
魚
の
お
ろ
し
方
な
ど

の
基
本
か
ら
世
界
の
料
理
ま
で
と
幅
広
い
。

教
室
で
は
自
由
に(

？)

料
理
を
す
る
人
や
、

時
に
は
禁
断
の
酒
瓶
が
十
本
も
並
ぶ
こ
と
も
。

地
元
の
長
塚
会
員
に
は
会
場
予
約
や
ご
み
処

理
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。 

 

６
．
カ
ラ
オ
ケ(

ニ
モ
カ
ラ)

会 

村
上
興
雄 

 

会
社
業
務
で
扱
っ
て
い
た
カ
ラ
オ
ケ
に
つ

い
て
の
二
木
会
講
演
が
契
機
で
カ
ラ
オ
ケ
分

科
会
が
発
足
、
毎
月
例
会
後
に
歌
う
会
を
持

つ
こ
と
と
な
っ
た
。 

会
社
で
企
画
・
事
業
化
し
た
レ
ー
ザ
ー
カ

ラ
オ
ケ
は
、
コ
イ
ン
収
入
で
お
店
も
儲
か
り

お
客
さ
ん
も
増
え
る
と
評
判
に
な
り
、
瞬
く

間
に
日
本
全
国
に
拡
大
。
そ
の
後
東
南
ア
ジ

「週刊現代」1991 年 11 月 9 日号カラーグラビア頁より

引用 



ア
・
ア
メ
リ
カ
・
欧
州
に
も
進
出
、
最
後
の

中
国
で
は
、
三
十
以
上
あ
る
言
語
の
標
準
化

に
役
立
つ
と
中
国
共
産
党
の
推
奨
も
得
る
こ

と
が
出
来
た
。 

今
は
二
木
会
の
一
員
と
し
て
毎
月
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

 Ｃ
．
そ
の
他
の
二
木
会
年
間
行
事 

１
．
塩
見
合
宿 

 
 
 
 
 
 

小
林
雅
司 

一
九
八
八
年
の
第
三
回
同
期
会
の
後
、
新

宿
西
口
思
い
出
横
丁
で
の
三
次
会
の
席
で
水

泳
部
OB
加
藤
君
か
ら
「
部
の
先
輩
と
し
て

毎
年
寮
に
行
っ
て
い
る
、
八
月
後
半
で
あ
れ

ば
一
般
OB
も
歓
迎
さ
れ
る
」
と
の
話
が
あ

り
そ
の
年
急
遽
計
画
、
そ
れ
以
来
三
一
年
間

に
亙
る
恒
例
行
事
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

来
た
。 

初
回
は
竹
芝
桟
橋
か
ら
Ｉ
君
の
大
型
ヨ
ッ

ト
で
往
復
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
々
ス
リ
リ

ン
グ
な
海
の
旅
で
あ
っ
た
が
、
以
降
は
海
ほ

た
る
経
由
の
陸
路
と
な
り
、
二
泊
三
日
の
中

年
オ
ジ
サ
ン
の
天
国
が
定
着
し
た
。
酒
や
囲

碁
を
楽
し
み
、
政
治
談
議
に
花
を
咲
か
せ
た
。 

当
初
は
寮
二
泊
で
あ
っ
た
が
や
が
て
寮
・

民
宿
一
泊
ず
つ
、
そ
し
て
最
後
に
は
海
老
料

理
に
魅
惑
さ
れ
民
宿
二
泊
に
変
転
し
た
。 

２
．
「
０
の
会
」
作
品
見
学
会 

 

吉
江
新
二
先
生
を
中
心
と
し
た
美
術
部

OB･

OG
の
グ
ル
ー
プ
が
毎
年
秋
に
京
橋
で

展
示
会
を
開
催
す
る
。
十
一
期
生
か
ら
は
神

田
君(

故
人)

を
始
め
と
し
て
長
塚
、
藤
村
、

田
中
（
正
）
、
文
挟
の
諸
氏
が
出
展
し
て
い

る
が
、
例
年
日
付
を
決
め
て
二
十
～
三
十
人

が
会
場
に
集
ま
り
作
品
を
鑑
賞
す
る
。
そ
の

後
近
隣
の
中
華
料
理
店
を
貸
切
っ
て
の
夕
食

会
が
定
例
コ
ー
ス
。 

３
．
世
田
谷
梅
ま
つ
り
梅
見
の
会 

 

小
田
急
線
代
田
～
梅
が
丘
の
北
側
に
羽
根

木
公
園
が
あ
り
、
そ
こ
で
毎
年
二
月
に
世
田

谷
梅
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
。 

そ
の
実
行
委
員
長
を
長
年
務
め
る
二
木
会

会
員
の
斉
田
氏
の
取
り
計
ら
い
で
こ
こ
十
数

年
梅
見
の
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
毎
回
十
五

～
二
十
人
が
参
加
。
紅
梅
・
白
梅
を
愛
で
た

後
は
皆
で
早
い
夕
食
・
ダ
べ
リ
ン
グ
。 

 Ｄ
．
十
一
期
生
の
「
同
期
会
」
に
つ
い
て 

 

同
期
会
は
当
初
は
三
年
間
隔
、
二
〇
〇
〇

年
以
降
は
定
年
退
職
者
も
増
え
た
こ
と
か
ら

二
年
間
隔
と
な
り
、
直
近
で
は
昨
年
六
月
に

第
十
七
回
が
約
七
十
名
の
参
加
を
得
て
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
通
算
二
年
半
に
一
回
の
頻

度
と
な
る
。
当
日
に
は
毎
回
、
改
定
名
簿
と

返
信
葉
書
記
載
の
近
況
を
集
め
た
報
告
集
の

二
冊
の
配
布
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。 

最
後
に
海
外
や
地
方
、
更
に
は
外
出
困
難

者
も
自
宅
で
参
加
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
分
科

会
が
、
依
田
会
員
を
中
心
に
企
画
実
施
さ
れ

軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
。
年
四
回
開
催
予
定
。

乞
う
ご
期
待
。 

 
(

十
一
回 

大
森
康
晴) 

竹原会員のご令嬢を中心とする 4 人の音大卒業生による 

二木会 500 回記念演奏会 

写真入れ替
え 


